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令和 6年度第 3回 習志野市公共施設等再生推進審議会 会議録 

 

1 開催日時 令和 7 年 3 月 31 日（月曜）１5：00 から 16：30 まで 

2 開催場所 市庁舎 5 階 5-2 会議室 

3 出席者 【 委 員 】 廣田 直行委員（会長）、磯野 綾委員（副会長）、 

倉斗 綾子委員、西尾 真治委員、小田部 匠委員 以上 5名 

 【 事 務 局 】 政策経営部 部長 菅原 優 

次長 三角 寿人 

  資産管理室 室長 塩川 潔 

  資産管理課 課長 青野 孝幸、主幹 三代川 昌弘、 

係長 原 晶仁、主査 椎名 優貴、 

副主査 青田 圭弘 

 【 関 連 課 】 施設再生課 課長 大伯 祐一、主幹 三橋 晃 

4 日程 開会 

第 1 会議の公開 

第 2 会議録の作成等 

第 3 会議録署名委員の指名 

第 4 協議 

（1）習志野市公共施設等総合管理計画及び第 3次公共建築物再生計画（案） 

について 

第 5 その他（事務連絡等） 

閉会 

5 会議資料 次第 

資料 1   令和 6 年度第 2回審議会における委員指摘事項及び対応内容 

資料 2-1 計画策定検討にあたって 

資料 2-2 第 3 期計画期間以降における公共建築物の老朽化対策の取り組み概 

念図 

資料 3   習志野市公共施設等総合管理計画【令和 7(2025)年度改訂】（素案） 

資料 4   習志野市公共施設等総合管理計画【令和 7(2025)年度改訂】（素案）新 

旧対照表 

資料 5   第 3 次公共建築物再生計画（素案） 

資料 6   第 3 次公共建築物再生計画（素案）新旧対照表 

6 議事内容  

開会 

日程に入る前に、委員の出席数が「習志野市公共施設等再生基本条例施行規則」により定められた

要件を満たしていることから、本会議の成立を確認した。 

 

日程第 1 会議の公開 

「習志野市審議会等の設置及び運営等に関する指針」により、本会議は原則公開とし、内容により公

開・非公開の判断が必要となった際は、その都度諮ることとした。 
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日程第 2 会議録の作成等  

 会議録については「要点筆記とし、会議名、開催日時、開催場所、出席者氏名、審議事項、会議内

容、発言委員名及び所管課名を記載したうえで、非公開の審議事項を除く記録について、市ホームペ

ージ及び市役所グラウンドフロアの情報公開コーナーにおいて、公開する。」ことで、可決された。 

 

日程第 3 会議録署名委員の指名 

 会長から磯野委員と西尾委員が指名された。 

 

日程第 4 協議  

（1） 習志野市公共施設等総合管理計画及び第 3次公共建築物再生計画（案）について 

 

西 尾 委 員 ： 
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次期計画である、習志野市公共施設等総合管理計画（以下、「総合管理計画」

という。）と第 3 次公共建築物再生計画（以下、「再生計画」という。）について、計

画期間を伺う。 

どちらの計画も令和 8年度から令和 23 年度までの 16 年間である。 

両計画の計画期間を一致させていることがわかりにくいので、わかりやすく示し

た方がよい。 

再生計画は、総合管理計画の個別施設計画との認識で良いか。 

その通りである。 

公共施設の老朽化問題が市民に浸透しているとの認識に至った指標などはあ

るか。 

昨今、メディアにおいて公共施設の老朽化問題に関する内容が取り上げられて

いることから、地域課題のひとつとして認識されていると考えている。一方で、自身

が利用している施設が集約化、複合化などによりなくなるとなった場合、市民との

合意形成には時間を要することから、市民が公共施設の老朽化に関する課題を

「自分ごと」として捉えられていないと感じている。 

周知するためのワークショップや、市民説明会の回数を今後増やすことを検討

しているのか伺う。 

資料 5 再生計画（素案）第 5 章では、公共施設等の再生の実行性を確保する

ための要素として、「共有・共感の環境づくり」を挙げており、本年 3月中旬、「地域

の未来とまちづくり」をテーマに、公共施設の今後を考えるワークショップを開催し

たところである。日頃から将来のまちづくりについて考える機会を設けることで、市

民の理解も深まることから、今後も継続したいと考えている。 

施設の配置計画、事業経費は関連する計画と調整し、記載するのか伺う。 

施設の配置計画は、再生計画（素案）7～9 頁に記載しており、現行計画同様、5

つの地域区分と 14 のコミュニティを軸とし、人口減少などによる施設配置の最適

化が必要になった場合には、学校を地域の拠点として地域に必要な機能を複合

化・多機能化する。 

また、事業費の試算を再生計画（素案）121 頁に記載しており、調整中の内容も

あるため概算金額になるが、第 3期計画期間（8 年間）の平均事業費は約 60 億

円である。現行計画の第 3期計画期間（6 年間）平均事業費が約 33 億円と比較
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すると大幅に増加していることがわかる。 

資料 5 再生計画（素案）123 頁からの第 5章では、実行性の確保に必要な要

素として市と市民が協力することが記載されているが、市の責任は詳細に記載さ

れている一方で、市民が協力するべき内容が不明瞭である。市民の協力を得よう

とするのなら、市民自身が情報を収集することや理解するようシンポジウム、ワー

クショップの参加など市民の役割を明確に記載した方が市民も参加しやすくなると

感じる。 

 また、「共感の定義」について、まちづくりではすべてが賛成意見である必要はな

いと考えている。反対意見を認識することも共感のひとつであり、反対意見を汲み

取られないことが「共感できない」につながらないような文言などが必要だと感じ

た。 

資料 5 再生計画（素案）125 頁の「共感の定義」の説明文について、「他人」より

も「他者」の方が良いと感じた。 

また、同資料 19 頁から 22 頁にかけて図表（1-7 から 1-10）が掲載されている

が、内容を説明していただきたい。 

当該頁では、公共建築物の老朽化対策の実績や変遷を全市利用施設と地域利

用施設に分けて示したものである。複合化・多機能化や長寿命化改修、私立化に

よる民間移行などを図表で示したいと考えているが、凡例を増やし見やすくするな

ど検討する。 

資料 5 再生計画（素案）15 頁では、大規模改修の実施見送りが記載されてい

るが、その判断に至った理由や見送りをしても問題がない理由などの記載はない

のか伺う。 

その様な記載はないため、中間見直し全体の考え方などを記載することを検討

する。 

18 頁では、長寿命化改修の予定から建替えに見直しがされている施設がある

が、33 頁「取り組みの方向性」では更なる長寿命化を推進することで財政負担の

軽減と平準化を図ることが記載されている。この内容について伺う。 

長寿命化から建替に変更した施設は 2 施設である。 

中央消防署秋津出張所は、耐震安全性の確保が必要であったこと、消防施設

機能を維持しながら長寿命化を実施することは困難であったことから建替へ変更

した。 

JR 津田沼駅北口自転車等駐車場は、劣化診断において早期解体が必要と判

定されたことで、建替に変更したものである。 

習志野市の特徴は、市域がコンパクトであることが挙げられる。全国的に公共

建築物再生が困難な状況において、1 地域に 1施設を保有する時代ではないと考

えている。 

目次の項目建てに沿った記載になっておらず、元々の計画の内容、その後の状

況、今後の計画の内容が混在し、全体の流れがわかりにくくなっている。計画を市

民に理解してもらうことが重要なので、構成等を整理・検討していただきたい。 

計画全体は相当な頁数になるので、市民に伝えるべき内容の優先順位を検討

して構成していただきたい。 
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小 田 部 委 員 ： 
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次期計画で、市民に一番伝えたいことは何か伺う。 

施設の劣化状況や、財政状況である。 

共通理解を図るのであれば、財源不足の状況において総量圧縮、経費節減額

が見える資料の提示が必要だと考える。 

現行計画の第 2期計画期間の実施状況では、「おおむね計画通り実施」が

79.3%であるが、この値は「一部実施」も含まれているため、実際はもっと低い値で

ある。計画通り進まなかったことに加え、物価高騰の影響により事業費が更に高く

なることが想定されることで立ち行かなくことの危機感の共有が必要だと考える。 

今回の計画を概要としてまとめてから、詳細に展開することで理解度が増すと

考える。 

各委員の意見を踏まえ、修正等を検討する。 

 

日程第 5 その他（事務連絡等）  

青野資産管理課長： 

 

 

次回の開催は、令和 7年 5 月中旬から下旬頃を予定している。現在、各委員の

予定を確認しているため、決定次第報告する。 

閉会 

廣 田 会 長 ： 

 

 

これをもって、令和 6年第 3回 習志野市公共施設等再生推進審議会を閉会

する。 

以上 

 


